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米米米米織織織織
鷹
山
の
藩
政
改
革
に
よ
り
、
桑
の
栽
培
と
養

蚕
が
盛
ん
に
な
る
と
、
織
物
は
麻
織
物
か
ら
麻

絹
交
織
、
そ
し
て
絹
織
物
へ
と
移
行
し
て
い
き

ま
す
。
安
永
以
来
、
約
四
〇
年
間
の
歳
月
を
必

要
と
し
た
の
で
す
。
真
綿
を
原
料
に
し
た
紬
織

物
は
、
米
琉
紬
、
長
井
紬
、
白
鷹
紬
と
呼
ば
れ
、

の
ち
に
統
一
さ
れ
、
伝
統
的
な
置
賜
紬
に
発
展

し
て
い
き
ま
す
。

明
治
に
入
り
、
化
学
染
料
に
よ
る
染
色
方
法

が
普
及
し
、
力
織
機
の
改
良
開
発
が
行
わ
れ
ま

す
。
米
沢
織
物
の
海
外
向
け
製
造
も
始
ま
り
、

主
に
イ
ン
ド
・
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
米
沢
織
物
輸
出
の
土
台
と
な
り
、

戦
後
海
外
展
示
会
開
催
も
行
わ
れ
る
な
ど
伝

統
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

一
九
一
七
年
・
一
九
一
九
年
の
米
沢
大
火

が
力
織
機
へ
の
転
換
を
促
進
し
さ
ら
に
近
代

化
が
進
み
ま
す
。
現
在
、
全
国
で
第
一
位
の

シ
ェ
ア
を
占
め
る
袴
地
の
生
産
は
大
正
時
代

か
ら
頭
角
を
現
し
ま
す
。
良
品
を
出
す
為
の

人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
、
米
沢
織
物
は
綿
々
と

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

一
九
一
五
年
、
米
沢
高
等
工
業
学
校
（
現
・

山
形
大
学
工
学
部
）
教
授
秦
逸
三
の
研
究
に
よ

り
日
本
で
初
め
て
人
造
絹
糸
が
発
明
さ
れ
製

造
が
始
ま
り
ま
し
た
。
米
沢
で
は
、
全
国
に
率

先
し
て
人
絹
応
用
の
織
物
の
研
究
開
発
が
進

み
人
絹
撚
糸
は
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。
人
絹
及

び
人
絹
交
織
を
主
流
と
し
た
米
沢
織
物
産
地

も
、
戦
時
統
制
下
で
軍
需
品
優
先
の
生
産
体
制

が
取
ら
れ
ま
す
。

戦
後
の
洋
装
化
に
伴
い
、
合
成
繊
維
織
物
等

の
新
品
種
の
開
発
や
仕
上
げ
加
工
技
術
の
進

歩
に
対
応
し
て
、
米
沢
織
物
の
婦
人
服
地
は
産

地
の
新
分
野
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。
絹
を
は

じ
め
と
し
て
化
合
繊
ま
で
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

糸
を
組
み
合
わ
せ
手
の
込
ん
だ
製
品
を
作
り

上
げ
ま
す
。

現
在
は
、
高
級
婦
人
生
地
と
し
て
海
外
有
名

ブ
ラ
ン
ド
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

呉
服
の
高
級
化
志
向
に
よ
り
品
質
の
向
上
、
商

品
開
発
が
進
み
ま
す
。
紅
花
染
を
は
じ
め
草
木

染
等
の
新
商
品
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
技
術
の
伝

承
や
、
新
し
い
衣
生
活
の
提
案
な
ど
米
沢
織
物

の
さ
ら
な
る
可
能
性
へ
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。
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米
沢
は
、
日
本
国
内
の
繊
維
産
地
の
中
で

最
北
の
産
地
。
織
物
の
素
材
は
、
青
苧
に
始

ま
り
、
絹
・
人
絹
・
化
学
繊
維
と
推
移
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
天
然
繊
維
と
化
学
繊

維
の
総
合
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
初
め
、
米
沢
で
は
す
で
に

漆
・
桑
・
か
ら
む
し(

苧
麻)

・
紅
花
な
ど
が

栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
上
杉
氏
が
米
沢
に

入
部
し
た
一
六
〇
一
年
、
上
杉
景
勝
の
重
臣

直
江
兼
続
は
、
城
下
町
の
整
備
を
行
う
一
方

で
、
こ
れ
ら
の
特
産
物
を
引
き
続
き
奨
励
し
、

藩
の
買
上
制
と
し
ま
し
た
。
後
の
藩
の
専
売

制
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
青
苧(

か
ら

む
し
か
ら
取
り
だ
し
た
繊
維)

は
、
初
め
南

部
藩
に
売
り
出
さ
れ
、
後
に
藩
の
主
要
な
特

産
物
と
し
て
奈
良
晒
や
越
後
縮
の
原
料
と

し
て
、
織
物
産
地
に
売
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

第
九
代
米
沢
藩
主
上
杉
鷹
山
の
産
業
開

発
に
よ
り
、
一
七
七
六
年
に
越
後
か
ら
縮
師

を
迎
え
て
、
縮
役
場
を
設
け
、
織
り
方
を
家

中
の
女
子
に
習
得
さ
せ
、
織
り
だ
さ
れ
た
の

は
青
苧
を
原
料
と
す
る
麻
織
物
で
し
た
。
こ

れ
が
、
米
沢
機
業
の
始
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
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二
月
二
二
日
～
三
月
二
一
日
に
展
示
し
た
「
つ

る
し
雛
」
に
続
き
、
四
月
二
三
日
～
五
月
二
二
日

に
は
「
端
午
の
節
句
つ
る
し
飾
り
」
の
展
示
を
し

て
い
ま
す
。

水
の
町
屋
の
軒
下
に
「
す
だ
れ
」
の
よ
う
に
架
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

風
に
揺
れ
る
そ
の
様
は
、
ま
る
で
水
中
を
元
気
よ

く
泳
ぎ
ま
わ
る
鯉
の
よ
う
で
す
。

柳
の
新
芽
の
緑
も
美
し
い
御
殿
堰
。

街
中
で
の
季
節
感
を
感
じ
に
是
非
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。

いいいい
んんんん
ねねねね
がががが
っっっっ
すすすす

季
節
毎
の
「
ほ
う
？
」
「
い
ん
ね
が
っ
す
」
な

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

様
々
な
ウ
ン
チ
ク
・
四
方
山
話
を
ネ
タ
に
、

日
本
文
化
・
山
形
文
化
の
素
敵
な
所
を
皆
さ

ん
で
共
有
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
御
殿
堰
に
て
皆
様
を

お
待
ち
し
て
い
る
各
店
舗
御
主
人
に
ご
協
力
い
た
だ

き
作
成
し
て
い
き
ま
す
）
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御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
地
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
の
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
九
号
で
す
。
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十

越次号の発行は六月七日です。

来月も皆様と紙面でお会いできるのを

楽しみにしています。

四
月
七
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
『
布
四
季
庵
』

布
四
季
庵
で
は
、
米
沢
織
の
着
物
及
び
婦
人

服
・
ス
ト
ー
ル
等
の
商
品
や
米
沢
牛
・
米
沢

鯉
な
ど
を
始
め
と
す
る
米
沢
の
物
産
販
売
も

し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
米
沢
織
に

つ
い
て
ご
説
明
致
し
ま
す
。
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山
形
県
を
南
北
に
流
れ
る
最
上
川
は
、
紅
花
商

人
の
昔
か
ら
京
・
大
阪
と
の
交
易
を
盛
ん
に
し
、

そ
の
文
化
を
本
県
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
県
都
山
形
市
は
、
政
治
・
経
済
・
文

化
の
中
心
と
し
て
独
自
の
地
域
文
化
を
育
み
現
代

に
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
は
、
高
速
交
通
網

の
整
備
に
よ
り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
本

市
を
訪
れ
、
経
済
や
文
化
の
交
流
が
年
々
盛
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。

山
形
に
は
長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
素
晴
ら
し

い
伝
統
芸
能
が
、
今
も
数
多
く
伝
承
さ
れ
て
お
り
、

な
か
で
も
山
形
芸
妓
は
、
当
地
を
代
表
す
る
伝
統

的
な
芸
能
を
保
持
し
、
そ
の
優
れ
た
技
能
か
ら
全

国
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

最
盛
期
の
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
は
一
五
〇
名
を

数
え
た
山
形
芸
妓
も
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
減

少
し
、
現
在
で
は
一
〇
数
名
と
な
り
深
刻
な
後
継

者
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
八
年
二
月
に
山
形
商
工
会
議
所
や
山
形
市

観
光
協
会
が
中
心
と
な
り
、
山
形
市
内
企
業
の
出

資
に
よ
り
、
伝
統
芸
能
後
継
者
育
成
の
た
め
「
山

形
伝
統
芸
能
振
興
株
式
会
社
ー
愛
称
：
や
ま
が
た

紅
の
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
在
は
、
試
験
で
選
ば
れ
た
若
い
や
ま

が
た
舞
子
が
伝
統
芸
能
後
継
者
と
し
て
、

踊
り

や
唄
・
三
味
線
な
ど
の
特
訓
を
受
け
な
が
ら
お
座

敷
に
出
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

先
月
五
日
に
は
、
「
や
ま
が
た
舞
子
」
八
期
生

入
社
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

や
ま
が
た
舞
子
は
、
新
入
社
員
三
人
を
含
め
て
七

人
。
新
入
社
員
三
人
は
三
月
か
ら
日
本
舞
踊
や
礼

儀
作
法
、
着
付
け
な
ど
の
研
修
に
入
っ
て
お
り
、

六
月
一
日
に
お
披
露
目
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。


